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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第２部門第５区分
【発行日】令和2年5月21日(2020.5.21)

【公開番号】特開2018-135034(P2018-135034A)
【公開日】平成30年8月30日(2018.8.30)
【年通号数】公開・登録公報2018-033
【出願番号】特願2017-31895(P2017-31895)
【国際特許分類】
   Ｂ６２Ｄ  25/10     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｂ６２Ｄ   25/10     　　　Ｄ
   Ｂ６２Ｄ   25/10     　　　Ｅ

【手続補正書】
【提出日】令和2年4月7日(2020.4.7)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００４８】
　図６は、図２の補強部材１０６および比較例の補強部材２００を模式的に示す図である
。図６（ａ）、図６（ｂ）に示す鎖線Ｈ、Ｉは、補強部材１０６、２００を切り出すため
に必要な母材のサイズをそれぞれ示している。また図６（ａ）の鎖線Ｊは、横縁１２８、
１３０を有する開口１２２、１２４の車両前後方向の幅の中央を示している。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００５０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００５０】
　また補強部材１０６は、図６（ａ）に示すように、折り曲げられる前の後側固定部１１
６、１１８が本体部１１４の開口１２２、１２４内に片持ち梁状に延びているため、本体
部１１４の範囲内に存在する。そのため、補強部材１０６の本体部１１４、前側固定部１
２０および後側固定部１１６、１１８を母材から切り出す際、母材は、本体部１１４の範
囲内に存在する後側固定部１１６、１１８用の領域を別途用意する必要がない。すなわち
母材は、本体部１１４と前側固定部１２０をカバーできるサイズであればよい。ここでは
母材のサイズは、図６（ａ）に示すように、車両前後方向が寸法Ｌａ、車幅方向が寸法Ｌ
ｂとなっている。
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